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　学生が遠隔授業を自宅でも受講できるよう、パソコン、インターネット環境の整備支援とし
て、大学学部及び短期大学部に在学する学生全員を対象に１人当たり一律50,000円を給付します。
（2020年度1年間休学する者は除く）以下の通り申請してください。

【申請期間】5月18日（月）から受付開始しています。
【申請方法】Webで行います。
　　　　　　�5月14日付の学生への一斉メールにて「申請フォームのURL」を記載しています

のでご確認ください。（メールは大学で付与したアドレス「＠hokusei.ac.jp」に
お送りしています）

【注意事項】・申請は学生本人が行ってください。
　　　　　　・�給付方法は、「銀行振込」または「後期授業料からの相殺」を選択できます。

「銀行振込」を選択される場合は、学生名義以外の口座は登録できません。
　　　　　　・申請後に申請内容の変更は出来ません。申請は１人１回限りです。
【問合せ先】財務課　メールアドレス：tuition@hokusei.ac.jp
　※申請に係る不明な点は電話ではなく原則メールでお問い合わせください。
　※学籍番号と名前を必ず記載してください。
　※メールタイトルを「通信環境整備等支援金申請の件」としてください。
　※�問い合わせの内容によっては、本学ホームページの「よくある質問」の中で回答しているも
のもありますので、ご確認ください。
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【特設ページ】
新型コロナウイルス感染症に関する対応

を掲載しています！

　新しい情報は随時更新していきますので、学
生本人はもちろんのこと、保護者の皆様もご覧
ください。学内事務窓口開館状況や施設の開館
状況も確認できます。 本学ホームページ
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　今年度は新型コロナウイルスにより入学式が
なく、大学生になったという実感がまだ湧いて
いませんが、大学生になり約２週間が経とうと
しています。まだ授業も始まっていませんが何
度かオリエンテーションなどのため登校し、大
学での４年間を有意義に過ごしていきたいと感
じています。
　中学生の頃に出会った恩師のような教師になりたいと思い、漠然と北
星学園大学の英文学科に入学したいと思ってから４年が経ち、今こうし
て英文学科の学生となることができてとても嬉しく思います。これから
始まる４年間の大学生活の中で、中学生から変わらずに持ち続けてきた
英語教師になるという夢の実現に向けて、何事にも一生懸命取り組んで
いきたいです。今までは夢は持っていたもののそのために何かしている
という訳ではなく、ただただ英語が好きで勉強しているだけでした。し
かしこれからは、より専門的な英語の授業を受け、教職課程を通して教
育学や教師になるために大切なことや必要なこともたくさん学ぶことが
できます。自分自身を成長させられるように新しいことを学びながら、
１日１日を過ごしたいと思います。
　いつもとは違い遠隔授業でのスタートとなりますが、これから始まる
北星学園大学での４年間を通して、夢を実現するため、自立した社会人
になれるよう成長していきたいです。

　今年は新型コロナウイルスの影響で入学式や
ガイダンス等が中止になったり授業開始が遅れ
たりと、新入生にとっては不安な日々が続いて
います。特に履修登録は分からないことが多く
とても困りました。高校までとは違い、自分の
ことは全部自分で決めなくてはいけない環境に自由を感じる一方、大き
な責任も感じます。ですが、そんな不安を抱える私たちのために、先輩
方がインターネットを通じて丁寧に分かりやすく質問に答えてくださ
り、本当に助かりました。今年度は、このような大変な状況にも臨機応
変に対応していきたいです。また、楽しみにしていることもたくさんあ
り、その１つがサークルです。オリエンテーションで配布された資料や
ホームページなどで楽しそうに活動する様子を見て、自分も早く入りたい
なと思いました。また、大学では新しいことも始めたいので、周りの友達
や先輩と相談しながら決めていきたいです。そして早く大学に慣れて有
意義な学生生活を送りたいです。毎日流れてくるニュースを聞くとまだ
まだ心配事は尽きませんし、これからも情勢は変わっていくと思います
が、まずは１年、自分ができることを精一杯取り組んでいきたいです。

　入学して約１週間が経ちました。いよいよ本
格的に授業が始まろうとしています。初めのオ
リエンテーションでは、履修登録の仕組みを理
解することや時間割の組み方に不安を感じまし
たが、友人や親切にしてくださる先輩方、わか
らないことを丁寧に説明してくださる先生方のおかげで、安心して学生
生活をスタートすることができそうです。高校とは違って好きな授業を
受けたり、取らなければいけない授業を見極めたりと、今まで出来なかっ
た「自分で選択する」ということに喜びや新鮮さを感じます。また同時
に、一つ一つの行動に責任を持たなければならないと強く思いました。
　私は将来、福祉関係の職に就きたいと考えています。大学では高校の
時のようにすべてが決められている訳ではありません。だからこそ、自
分を律し、目標を見失わずに勉学に励みたいと思います。勉学が大事な
のは当たり前ですが、大学生として楽しみながら学生生活を送ることも
大切だと考えています。私は現時点で希望する部活やサークルはありま
せんが、どこかには入ろうと思っています。友達や先輩方との輪を広げ
ていくことで、より楽しく豊かな大学生活が送れるのだと思います。
　１日１日を無駄にせず、将来を見据えて、充実した４年間を過ごして
いきたいです。

　入学から約２週間経ちましたが、入学式やイ
ベントの中止、授業開始の遅れなどにより学校
の雰囲気も掴めず、まだ不安を感じています。
ですが、この授業開始前に空いた長期の時間に
学生生活の準備を万全にして、授業に挑もうと
思っています。
　これから始まる大人数の授業や時間割の複雑さ、履修登録をする科目
の選択など、高校とは全く違うのでわからないことも多いですが、その
ままにせず不安に思うことは先輩や先生方に相談して解消していきたい
です。一方で、自分の受けたい科目を中心に自由に時間割を決められる
ので、意欲的に学生生活に励むことができますが、自分で決断し、責任
を負うことが多くなると思います。ですので、レポートの締め切りや単
位取得などやるべきことをするのと同時に、勉強以外にもやりたいと思
うことには、苦手だとしてもしっかりと挑戦し、自分の経験値を増やし
て将来に役立てるようにしていきたいです。
　今までは苦手なことや大変なことを避けてきましたが、この短い２年
間を将来や今後の社会で活かせる有意義なものにするために、密度の濃
い日々を過ごしていきたいです。
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井　

順　

子

福
祉
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理
学
科
長

	

鴨　

澤　
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か
ね

短
期
大
学
部
英
文
学
科
長

	

森　

越　

京　

子

短
期
大
学
部
生
活
創
造
学
科
長
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郎

セ
ン
タ
ー
長

入
学
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ン
タ
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長

	

岩　
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郎

キ
ャ
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ン
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長
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人
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教
育
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長
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学
生
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長
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長
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総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
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総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
長
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社
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長

	

石　
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悟
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臨
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セ
ン
タ
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長
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澤　

安　

弘

広
報
委
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長	

西　

田　

充　

潔

ア
ク
セ
シ
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テ
ィ
支
援
室
長

	

鈴　

木　

克　

典

事　

務　

局

事
務
局
長	

桑　

原　

大　

幸

事
務
局
次
長	

山　

本　

一　

博

大
学
事
務
部
長	

笠　

松　

英　

雄

法
人
課
長	

越　

江　

真　

理

Ｉ
Ｒ
広
報
戦
略
室
長

	

越　

田　
　
　

実

総
務
人
事
課
長	

今　
　
　

康　

昭

財
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課
長	

髙　

橋　
　
　

章

教
育
支
援
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一
課
長

	

佐
々
木　
　
　

薫

教
育
支
援
課　

第
二
課
長
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山　

城
太
郎

教
育
支
援
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第
三
課
長
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島　

善　

孝

学
生
生
活
支
援
課
長

	

遠　
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潤

国
際
教
育
課
長	

髙　

橋　

麻
里
子

就
職
支
援
課
長	

前　

村　

俊
一
郎
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会
連
携
課
長	

鈴　

木　

峰　

子

研
究
支
援
課
長	
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雄

情
報
シ
ス
テ
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課
長

	

高　
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正　
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司
書
課
長	
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靖　

彦

入
試
課
長	

鈴　

木　

克　

知

組
織
紹
介

大学生活にむけて大学生活にむけて言葉新入生新入生 からのからの

文学部　英文学科

社会福祉学部　福祉臨床学科１年 短期大学部　生活創造学科

経済学部　経済学科

安
あ

宅
たか

　花
はな

　さん

村
むら

本
もと

　才
さい

人
と

　さん 瀬
せ

能
のう
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ゆう

花
か

　さん

佐
さ

久
く

間
ま
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はる か

風　さん
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◆
ご
相
談
く
だ
さ
い
◆

〜
学
費
納
入
に
つ
い
て
〜

　

授
業
料
等
学
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎

年
、
期
限
ま
で
の
納
入
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
費
に
関
す
る
諸
制

度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
今
年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

46
〜
48
頁
（
学
生
へ
の
配
付
冊
子
）
、
及

び
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
Ｗ
Ｅ
Ｂ
（http://

cg
w
.hokusei.ac.jp/

）
→
「
奨
学

金
・
学
費
・
実
習
費
」
→
「
学
費
と
Ｑ
＆

Ａ
」
「
奨
学
金
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■
各
種
減
免
制
度

【
本
学
独
自
の
減
免
制
度
】

○
兄
弟
姉
妹
等
同
時
在
学
減
免

　

兄
弟
・
姉
妹
等
で
同
時
に
２
名
以
上
が

１
年
を
通
じ
て
在
学
さ
れ
て
い
る
場
合
、

そ
の
う
ち
お
一
人
以
外
の
方
の
「
教
育
充

実
費
」
及
び
「
後
援
会
費
」
を
全
額
免
除

い
た
し
ま
す
。
願
い
出
に
あ
た
っ
て
は
、

戸
籍
謄
本
の
添
付
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
財
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
身
体
・
精
神
障
害
者
減
免

　

学
部
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
部
の
学

生
で
身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
精
神
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合
は
「
教
育
充

実
費
」
の
２
分
の
１
を
免
除
い
た
し
ま

す
。
財
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
国
の
減
免
制
度
】

○
高
等
教
育
の
修
学
支
援
制
度

　

(

給
付
奨
学
金
・
授
業
料
減
免)

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
給
付
奨
学
金
に

採
用
さ
れ
た
場
合
、
大
学
で
所
定
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
授
業
料
等
の
減
免

も
併
わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

給
付
奨
学
金
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

学
生
生
活
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
学
費
延
納
制
度

　

万
が
一
、
家
計
の
事
情
等
で
期
限
ま
で

の
納
入
が
困
難
な
場
合
は
、
学
費
等
延
納

制
度
に
よ
り
納
入
期
限
を
延
長
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
財
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

後援会では毎年、卒業生と新入生の皆さんに記念品を贈呈しておりま
す。2019年度卒業生には『卒業記念PHOTOBOOK』を贈りました。ゼミ
やクラス、サークル集合写真を中心に掲載し、卒業後も母校での思い出を振
り返ることのできる１冊となっています。
また、2020年度新入生には『コットントートバッグ、ステンレスマグ

ボトル、USBメモリー』の３点を贈りました。いずれも本学の校章ロゴが
デザインされたオリジナル製品です。
本学の校章は1991年に北星学園大学開学30周年を記念して作製されま

した。校章の形はライラックの花びらを表現しており、5つの花びらは、本
学の教育方針である、人間性・社会性・国際性・そして希望と発展を意味し
ています。校章に込められた意味をご理解いただき、大学生活の中でもぜひ
ご活用ください。

社会福祉学部福祉臨床学科　大友　秀治　准教授 社会福祉学部福祉計画学科　中田　知生　准教授

このたび大学後援会より2019年度学術出版補助をいただき、博士論文で
の成果を公表することができました。出版に携わった関係者の皆さまに深く感
謝申し上げます。スクールカウンセラーが、学校や世間から一定の評価を受け
るなか、スクールソーシャルワーカーはまだまだ認知されていないのが現状
です。スクールソーシャルワーカーは、子どもの生活の質や権利が保障され
るよう、福祉の視点から子どもを取り巻く環境（学校や家庭など）に働きか
ける専門職です。日本で全国的に展開されて10年を越えますが、その成果
とともにさまざまな課題も指摘されています。
そのなかの一つに、スクールソーシャルワーカーがよって立つ基盤が確立

されていないという課題があります。例
えば、非正規雇用が大半を占め、人材確
保が困難となっています。また、教育的
な価値観が浸透した学校現場のなかで、
福祉的価値を持つスクールソーシャルワ
ーカーの実践が理解されにくく、協働が
進まないという状況も珍しくありませ
ん。
そこで、本書では、このような現状を

関係者が共有し、評価し、つくり変えて
いく参加型評価という手法に着目し、実
践的基盤を整えるためのモデルを提案し
ました。現場で活用できる指針も盛り込
んでいる本書が、今後のスクールソーシャ
ルワーク実践の進展に寄与できれば幸い
です。

　このたび、初めての単著を上梓しました。内容は高齢者における社会関係
についてのものです。社会関係というと、とっつきにくいかも知れません。
しかし、さまざまな支援やサポートは、人間と人間との関係、いわゆるネッ
トワークを通じて供給されます。また、近年話題となっている社会的孤立
は、他者との関係がない状態をいいます。したがって、過去も、現在も、そ
して、これからもこの社会関係は非常に重要です。特に、本書で表したかっ
たのは、「ある人が年齢を経るにつれてその人の社会関係にどのような変化

が起こるのか」というところでした。そ
こで、あるところからお借りした多くの
人々を追跡したデータを主に分析してい
ます。日本は介護の社会化を目指して、
2000年に介護保険を作りました。しか
し、実際にはまだまだ子どもによる親の
サポートが増えていくという様相も見受
けられました。
　本書の出版にあたり、後援会からは多
分な助成をいただきました。このような助
成は研究の大きなモチベーションとな
り、そして、今回、広く私の研究を知ら
しめる機会を得ることができました。心
より感謝申し上げます。

『スクールソーシャルワークにおけるスーパービジョン実践モデ
ルの生成：参加型評価を活用したエンパワメントに着目して』

『高齢期における社会的ネットワーク：
ソーシャル・サポートと社会的孤立の構造と変動』

後援会からのプレゼント

学 術 出 版 の 紹 介

　北星学園大学後援会は、在学生のご父母、卒業生のご
父母及び同窓生を会員として構成されており、今年で設
立36年目になります。
　本会の目的は、北星学園大学・短期大学部における教
育、研究活動の充実と発展に寄与することであり、「北星学園大学・
短期大学部のサポーター」として活動を行っています。一例として
は、図書館への図書等の寄贈、教員への学術出版補助、全国学会や学
部・学科等で主催する事業への補助、国際交流経費補助などです。学
生各種活動補助については、全国大会に出場する学生への補助や学生
の就職活動支援、就職セミナー開催、大学祭への援助、奨学金補助、
サークル活動で使う備品等の購入などを行っています。
　また、毎年地区別父母懇談会を道内７会場（札幌・函館・苫小牧・
北見・旭川・帯広・釧路）で開催し、本学の教育方針やカリキュラム
の説明、学生の修学状況についての個別面談を行い、ご父母の皆様に
本学について知っていただく良い機会となっています。
　ただし、今年度の地区別父母懇談
会は新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、開催中止または開催
未定となっております。詳細は４
ページをご覧ください。
　なお、『後援会だより』は例年
４回発行し、会員の皆様に大学の
情報をお届けしております。後援
会に関することは大学ホームペー
ジからもご覧いただけます。

後援会 とは？

後援会からの寄贈図書（本学図書館内）

卒業生へ

新入生へ
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あ と が き

　6月はキャンパス内にライラックの花が色鮮や
かに咲く時期です。自然豊かなこの大谷地キャ
ンパスで、学生たちが安心して学習や活動を再
開できるよう心よりお祈りしています。­

西藤・室山

　新型コロナウイルス感染症の世界的拡大により、4月2日（木）の入学式は中止とし、オリエンテーションや前期授業開始も延期
となりましたが、５月からオンライン授業を中心とした新年度が本格的に始まりました。このような状況下で保護者の皆様も大変
ご心配のことと思いますが、学生の皆さんが安心して大学生活を送れるよう、本学では様々な感染防止対策や支援を実施しています。
　１日でも早く新型コロナウイルス感染症が収束し、キャンパスに学生たちのにぎやかな声が戻ることを心から願っています。

­寄付­­2019年4月1日から2020年3月31日まで（敬称略）　※3月にクレジット決済にてご寄付をいただいた場合は、次号でのご紹介となります。
☆大学・短期大学部（在学生父母・同窓生･教職員(旧教職員含む)・理事）
	 塩崎　和憲	 坂本　裕之	 山角　哲紀	 小森　利通	 植野　晃壽	 成田　憲一	 大村　和弘
	 大畑　揮義	 大平　学	 池田　淳志	 渡辺　誠二	 福原　浩美	 毛利　吉雄	 岡田　義明
	 山崎　孝博	 小村　知江子	 森田　佳代子	 中村　誠	 髙橋　洋美	 内山　忍	 大坊　郁夫
	 上口　晃	 河野　和枝	 谷　さつき	 笠松　英雄	 大山　綱夫	 酒井　玲子	 樋田　繁治郎
	 	 	 匿名希望16名

北星学園大学サポーターズ寄付金ご芳名　募金のご協力に深く感謝申し上げます。

総会懇親会・地区別父母懇談会の開催中止等のお知らせ
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年度の後援会行
事は残念ながら中止または開催未定となっております。ご予定
していた保護者の皆様には大変申し訳ございませんがご理解く
ださいますようお願い申し上げます。
　11月の札幌地区父母懇談会については、今後の状況変化や関
係機関の動向を踏まえたうえで、あらためて判断いたします。ホー
ムページ等でご案内しますので、近くなりましたらご確認くださ
い。
　なお、総会資料については、後日、ホームページ等で公開
し、皆様からの承認をいただく予定です。その際、ご意見等も
承ります。

【総会・懇親会】5月30日(土)　中止

【地区別父母懇談会】

中止 7月4日(土） 札幌会場
(北星学園大学内)

中止 8月22日(土） 北見会場

中止 8月23日(日） 旭川会場

中止 8月29日(土） 釧路会場

中止 8月30日(日） 帯広会場

中止 9月5日(土） 函館会場

中止 9月6日(日） 苫小牧会場

開催
検討中 11月7日(土） 札幌会場

(北星学園大学内)

キャンパス出入口：消毒液や臨時の手洗い場を設置し衛生管理の徹底を図っています。 4月のオリエンテーションでは、学生同士が密にならな
いように間隔を空けて座ってもらいました。

研究室からオンラインで授業配信。約70名の学生が出
席しました。

短大部のアセンブリの授業。複数の教員が協力し、大学
の教室から配信しました。

5月11日からオンライン授業がスタートしました。大学
内のCALL教室で授業を受ける学生の姿もありました。

対面授業が可能になった際にも安全に大学生活が送れる
ように教室周辺にも消毒液を設置しています。

教育支援課：	飛沫感染予防のため、窓口にビニールシー
トを付けています。

大学生協の食堂：	間隔を空けて席に座るようにテーブル
やいすにサインを設置しました。

2020年度　大学生活がスタートしました！
～新型コロナウイルス拡大防止に向けて様々な取り組みを行っています～
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